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(要旨)ボ クグ可汗伝説に関する一奥書

笠井 幸代

入世紀中葉～九世紀中葉にモンゴリアに東ウイグル可汗国を,続 いて東部天

山地方に西ウイグル王国を建設 し,後 のモンゴル帝国にも大 きな影響を与えた

ウイグルには,ボ クグ可汗(ブ ク=ハ ン)伝説 と呼ばれる東 ウイグル時代の始祖

に関する伝説が存在する.こ の伝説はウイグル人,特 にその王家 と王権にとっ

て,非 常 に重要であったと思われ,モ ンゴル時代 にまで脈々と語 り継がれ,記

録 された.我 々にこの伝説を伝 えている史料は,東 の漢文文献 も西のイスラム

文献 も主としてモンゴル期に由来する.伝 説の主人公ボクグ可汗はおそらく,

東ウイグル可汗国の第七代懐信可汗に比定される.こ の可汗は,そ れまでの可

汗氏族(ヤ グラカル氏)に 代わ り,エ ディズ氏の王朝を創始した,い わば 「創始

者」であ り,伝 説のモデルに相応しい.ま た彼は,マ ニ教 を国教的地位に押 し

上げたことでも有名である.伝 説 自体にも,マ ニ教的な要素が多 く見 られ,こ

の伝説がマニ教の影響下で成立したことが推測 される.現 在知 られているボク

グ可汗伝説には,ウ イグルの天山地域への西遷にも言及があるので,完 成はお

そらく西遷後であろう.し かしその骨子は,す でに懐信可汗期に創られていたの

ではないかと考えられる.ボ クグ可汗の名前を刻 した貨幣の存在 も,こ の想定を

後押 しする.

このマニ教的な伝説が,仏 教徒側にも取 り入れられていたことは,サ ンク ト

ペテルブルク所蔵で トゥグーシェワ氏によって発表された トゥルファン出土 ウ

イグル語賛歌により,証 明されている.そ こには,骨 子は保ちながらも,マ イ

トレーヤ(弥勒)信 仰により仏教的に潤色 されたボクグ可汗伝説 を見 ることがで

きる.残 念ながらこの賛歌には記年がな く,モ ンゴル期以前であると推測でき

るものの,一 体いつこの伝説が仏教徒側 に取 り込まれたかは,不 明であった.

ところが,ベ ルリン所蔵の トゥルファン出土ウイグル語文書のうち,未 出版で

あったU971(TIIS20)が この問題に関して,新 たな示唆を与えることとなった.
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当該 文 書 の裏 面 は仏 教 文 献 に附 され た奥 書 で あ る.そ こ には西 ウ イ グ ル王 家 出

身 と思 わ れ る女 性 が,寄 進 者 の筆 頭 に 言 及 され て お り,そ の女 性 は 「Bokug/

Boquyの 起 源 を持 つ」 と形容 され て い るの で あ る.表 側 の本 文 で あ る仏 教 文 献

は未 比 定 なが ら も,「 四亀 菰 」 が現 れ る奥 書 の 内 容 か ら して,ト カ ラ語 か ら翻訳

され た こ とは明 らか で あ り,同 筆 の 奥書 と と もに,十 世 紀 後 半 か ら十 一 世 紀 前

半 に 年 代 決 定 され うる.つ ま り,ウ イ グル へ 仏 教 が 浸 透 し始 め た そ の 最 初 期

に,す で に始 祖 伝 説 が 仏 教 側 に取 り込 まれ て い た こ とが,こ の奥 書 の存 在 に よ

り明 白 とな っ た の で あ る.

本 稿 は,こ のU971(TIIS20)を 学 界 に初 め て 紹 介 し,か つ ボ ク グ可 汗伝 説

の成 立 とその 変 遷 の一 端 を明 らか にす る事 を 目的 とす る.最 後 に もっ と も重 要

な奥 書 部 分 の和 訳 の み を掲 げ る こ と にす る.

「さて,四 亀[鼓(ク チ ャ)出 身の]/〃 〃〃〃〃〃/〃〃////〃全 て の論 に//〃〃〃/〃/〃〃〃〃//〃

精 通 した[尊 敬 に値 す る]菩 薩////〃〃〃〃[が,]//////〃[を]〃 〃〃//[語]に て 造 った`

〃〃〃/〃〃〃/〃〃〃/〃〃〃/〃/〃〃〃/こ の 五 濁 の世 に/〃〃/〃〃〃〃/〃/〃/〃〃〃〃〃/〃〃〃 天 中 の 天[た

る仏 陀]〃 〃〃〃/〃/〃〃〃/〃〃/に て,最 も深 い//〃〃〃/〃〃/〃//〃/〃/〃信 仰 〃〃〃〃//天 中 の 天

た る 仏 陀 の[生 きて い た]時 代 のVi's舁ch膊 ,r[g舐am舩rの よ うな]王 妃 た ちの(系

譜),〃 〃〃/〃〃〃///〃//S臾ya-B臠の[王 た ち]の 系 譜 にあ るべ き/〃〃/〃の種 の優 曇 華

(の よ うで),Bokugの 起 源 を持 つ 蓮 の 花 の(よ う な)①T(�')ηrikanTaklnK:1z

T(�)ηrim(女 性),②KIV--'一 宰 相 た るAlpKutlugOgulK�臠�舸igTo[to]k(以 下

男 性),③[Ars]lanﾖg脾臠,④KisK�Bilg脾臠殿 下 た ちの ご依 頼 に よっ て,法

師 た る完 全 な る賢 きS[ilas]enaKsiAcariが 新 た に トル コ[語 に翻 訳 した](以 下

欠 落)」
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